
■ 目標値未達成の要因について

項目名 窓口(契約)求人の紹
介総数

R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

③

②

①

新型コロナウイルスの流⾏により
⽣活福祉資⾦の⽀援⾦額や
期間が特例拡⼤され給付され
たため

「窓口(契約)求人の紹介総数」は、求人者の宿舎に住み込む形態の求人内容となっている。
新型コロナウイルスの流⾏によりR2年度に⼤幅に落ち込んだあいりん地域の求⼈数は、令和３年
度には微増に転じたが、新型コロナウイルス感染者等の⾼⽌まりの状況が続き、コロナ禍の終息が
⾒通せていない。
この状況下で集団⽣活が必須となる当項⽬において、求職者が⼗分な感染防⽌対策を⾏なって
いない求⼈者を敬遠する傾向が⾼く、また感染リスクを背負い働くより⽣活福祉資⾦を活⽤しようと
する稼働可能な⽇雇労働者が、この資⾦で⽣活を維持していると推測され、紹介総数の減少につ
ながった。
当センターにおいては、感染防⽌対策を⼗分に⾏なっている求⼈の周知や⼤阪市⻄成区を連携
し、⼤阪市内に所在する求⼈者に向け、従業員のワクチン接種券の再交付について周知を⾏なっ
たが、目標数値の達成には至らなかった。

あいりん地域で募集している求人を窓口へ集約化し、大型モニターと窓
口に掲示することで、求職者の就労機会の拡大を図る。
また、これまでの取組みにより、あいりん地域の求人の集約化が一定図
れたことから、令和４年度は、事業所の特⾊、求⼈内容や経路等を求
職者へ分かりやすく説明し、求⼈者には適格者紹介の理解、新型コロナ
感染対策への理解をさらに深めてもらうことで窓⼝利⽤を促す。

5,000件 3,435件 ▲1,565件

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法人名 公益財団法⼈⻄成労働福祉センター
〔１〕

成果測定指標 単位 R３年度⽬標値 R３年度実績値 目標値との差

窓口(契約)求人の紹介総数 件 5,000 3,435 ▲1,565



■ 目標値未達成の要因について

項目名 生活困難者支援等機関か
らの求職相談件数

R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

③

②

①

生活困難者支援等機関からの求
職相談が減少

就労困難層からの新規相談の減少と総合支援の新規・継続支援の減少はほぼ同一水準となっ
た。⼀⽅、新規他機関連携件数は前年⽐29.4％減と減少幅が⼤きくなった。
コロナ禍の厳しい雇⽤環境において、住居費・⼀時⾦などの⽣活困窮者⾃⽴⽀援制度の活⽤や
⽣活保護等の対応が優先された結果、⽣活困窮者⽀援等機関である「⽩雲寮」で９件、「どー
ん︕と⻄成」で依件など、他機関からの就労相談の依頼が減少した。

あいりん地域で求職活動をする⽇雇労働者から、若者や⼥性を含めた
就労困難者に対象を広げ、就労支援に取り組んでいく方針を掲げる中
で、新規他機関連携件数は⽋かすことのできない指数と認識している。
・令和４年度は各関係機関との現状と課題を個別に分析し、コロナ禍の
影響への対応を含め、時々の課題や状況変化の把握に努め、より良い
連携のあり方を構築していく。
「日常的な情報交換の一層積極的な取組み」（具体策）
   従来、⾏政（⻄成区役所）が実施する連携会議（⽉１回程度）
があるが、令和４年度、新たに、個別ケースの具体的な検討の場を増や
すために、⻄成労働福祉センターが関係機関に呼びかけてケースモデル会
議（⽉１回程度予定）を実施する。
※ケースモデル会議では、➀個別事案に対する誘導後のアフターフォロー
として就労先からの苦情や問いに対応するための検討、➁生活面からの
サポートの近況や調整等について意⾒交換を⾏う。
▷各連携機関の担当職員の年度替わりや⼈事異動に合わせて就労困
難者の就労と⽣活を両⾯からフォローしていくことの共通認識の再確認を
⾏う。
▷各関係機関の個別職員の理解を得るためにセンターの事業説明の場
を設ける。

65 47 ▲18

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法人名 公益財団法⼈⻄成労働福祉センター
〔２〕

成果測定指標 単位 R３年度⽬標値 R３年度実績値 目標値との差

新規他機関連携件数 件 85 62 ▲23


